
１２月１日の民生委員・児童委員の全国一斉改選で、佐倉市では、５８名の

新任委員と１２４名の再任委員、計１８２名が民生委員・児童委員の委嘱を受け

ました。また、主任児童委員は、６名の新任委員と９名の再任委員、計１５名

が委嘱を受けました。

民生委員は、地域において、社会福祉の増進に努める方々であり、児童委

員を兼ねています。児童委員は、地域の子どもたちが元気に安心して暮らせ

るように、子どもたちを

見守り、子育ての不安や

妊娠中の心配ごとなどの

相談、支援等を行います。

主任児童委員は、児童に

関することを専門的に担

当しています。

また、委員の皆さんは、

生活福祉資金借受人の方

の見守りや、歳末たすけ

あい運動の配分対象とな

る世帯の確認をしていた

だいているほか、佐倉市

内の各地区社協の福祉委

員として、住民福祉懇談

会、ひとり暮らし高齢者

の昼食会、いきいきサロ

ン、敬老会等の地区社協

活動においても活躍して

います。

新たな３年間の任期ス

タートに際し、委員の皆

様へ社協活動にご協力を

お願い申し上げます。

平成２５年１２月７日（土）

開会・福祉功労者表彰式

　　　１３：００～

　　　　　　 （受付 １２：３０～）

講演　１４：１０～

　『成年後見制度と

　　  市民後見人の役割』

　講師：堀田　力氏
　  (公益財団法人
　   さわやか福祉財団理事長)

閉会　１５：４０

会　　場：志津コミュニティセンター ホール

参加人員：３００名（申込み不要）

主　　催：社会福祉法人佐倉市社会福祉協議会

問 合 せ：総務管理班　℡（４８４）６１９７
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１
日
　
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
開
始

７
日
　
佐
倉
市
社
会
福
祉
大
会

27
日
　
仕
事
納
め

６
日
　
仕
事
始
め

17
日
　
第
４
回
社
協
理
事
会

24
日
　
第
３
回
社
協
評
議
員
会

８
日
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

14
日
　
理
事
懇
談
会

行

事

予

定

12
月

１
月

社会福祉協議会（社協）は、みなさまの会費で運営されています。

２
月

佐
倉
市
社
協
で
は
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
や
法
人
後
見
事
業
に

取
り
組
み
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
権
利
を
擁
護
す
る
と
と
も

に
、
自
立
生
活
を
支
援
し
、
社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
よ
り
佐
倉
市
か
ら
「
成
年
後
見
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
受
託
し
、
制
度
の
普

及
啓
発
と
併
せ
て
市
民
後
見
人
の
養

成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
成
年

後
見
制
度
に
お
け
る
市
民
後
見
人
の

役
割
と
は
何
か
、
ま
た
、
地
域
ぐ
る

み
で
支
え
あ
う
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に

つ
い
て
、
公
益
財
団
法
人
さ
わ
や
か

福
祉
財
団
理
事
長
の
堀
田
力
氏
を
迎

え
て
の
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
こ
れ
ま
で
社
会
福
祉
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
を
表
彰
し
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
年
は
『
障

害
に
つ
い
て
学
ぶ
市
民
講
座
』
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
　

住
民
参
加
に
よ
る
活
動
を
基
盤
と
し
て
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
生
活

課
題
を
受
け
止
め
、
そ
の
解
決
に
向
け
、
「
誰
も
排
除
し
な
い
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
方
向
性
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

※
受
賞
さ
れ
る
方
の
一
覧
は
、
二
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

一般低所得世帯

母子・父子世帯

ひとり暮らし高齢者世帯

ねたきり高齢者世帯

心身障がい者・児世帯

罹災世帯

平成２５年度 歳末たすけあい運動配分計画
【配分計画額】 １１，３６３，０００円

⑴ 在宅支援金 ８４４世帯 ９，９９８，０００円

※在宅支援金は生活保護世帯以外の要保護世帯に配分されます。

⑵ 民間社会福祉施設等支援事業 ２９件 １，０１５，０００円
⑶ 事務費　　　　　　　　　　　　　 ３５０，０００円

金　 額（円）
９０，０００

１，５６０，０００
１，８００，０００
３，１０８，０００
２，６８０，０００

０
１２０，０００
１００，０００
５４０，０００

０
０

対象世帯数
９

１３０
１５０
２２２
２６８

０
１０
１０
４５

０
０

単身
家族あり
子１人
子２人以上

単身
家族あり
単身
家族あり
単身
家族あり

区 分

臼井中学校生徒会とうすい東地区社協との協働による募金活動

佐
倉
市
社
会
福
祉
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

平
成
25
年
度

佐
倉
市
社
会
福
祉
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

いきいきサロンで活躍する民生委員

昨年の表彰式の様子



第１７６号（２）２０１３年１２月１日

佐
倉
市
社
会
福
祉
大
会

◎
佐
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

一
、特
別
功
労
賞（

会
長
表
彰
後
10
年
以
上）

池
田
三
知
子
　
大
橋
郁
　
　
　
近
藤
正
男

二
、会
長
表
彰（

８
年
以
上）

秋
本
静
香
　
　
飯
島
康
弘
　
　
飯
田
庄
三

池
澤
利
一
　
　
石
﨑
弘
　
　
　
石
渡
輝
男

井
上
晴
央
　
　
上
間
則
子
　
　
牛
田
義
宣

内
山
静
子
　
　
江
川
由
美
子
　
江
口
す
み
子

太
田
好
子
　
　
小
口
展
代
　
　
片
桐
信
昭

片
桐
雅
子
　
　
叶
く
み
子
　
　
川
田
悟
郎

小
出
義
昭
　
　
佐
久
間
さ
ち
子

佐
藤
正
史

澤
野
栄
子
　
　
柴
倉
紀
美
代
　
清
水
か
な
子

清
水
春
江
　
　
鈴
木
和
枝
　
　
鈴
木
英
明

高
橋
恒
雄
　
　
高
椋
知
子
　
　
高
柳
要

多
田
育
子
　
　
立
田
か
づ
江
　
立
石
八
重
子

塚
本
香
苗
　
　
中
瀬
和
子
　
　
中
橋
敏
夫

中
山
亜
茂
　
　
名
倉
征
次
　
　
長
谷
久
美
子

長
谷
川
幸
子
　
鳩
谷
定
夫
　
　
林
初
枝

久
岡
茂
輝
　
　
平
野
協
治
　
　
松
井
弘

松
本
眞
由
美
　
三
橋
き
く
江
　
峰
村
愛
子

宮
坂
妙
美
　
　
山
口
つ
ね
子
　
山
口
道
人

山
田
柳
一
　
　
山
本
重
一
郎
　
吉
川
京
子

吉
田
孝
一
　
　
渡
邉
正
紀

三
、会
長
感
謝
状

①
多
額
寄
附
者

・
個
人（
３
万
円
以
上）

遠
藤
由
美
子
　
中
村
ふ
み
子
　
早
坂
光
恵

・
団
体（

10
万
円
以
上）

佐
倉
む
ら
さ
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

新
町
フ
リ
マ
　
石
井
・
池
谷

山
万
株
式
会
社

ワ
イ
・
エ
ム
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
株
式
会
社

山
万
ウ
ィ
シ
ュ
ト
ン
ホ
テ
ル
株
式
会
社

光
陽
株
式
会
社

ア
ク
ア
・
ユ
ー
カ
リ
株
式
会
社

社
会
福
祉
法
人
ユ
ー
カ
リ
優
都
会

②
福
祉
活
動
功
績
者

・
個
人
11
名
、
団
体
11
団
体

※
下
記
に
活
動
内
容
と
と
も
に
ご
紹
介

③
特
別
会
員

・
個
人
10
年

内
田
恒
子
　
　
押
尾
文
雄
　
　
左
奈
田
雄
一

高
橋
美
智
子
　
錦
織
盛
益
　
　
真
野
初
枝

・
個
人
20
年

川
合
忠
雄
　
　
佐
瀬
淑
子
　
　
角
鹿
新
太
郎

根
本
守
男
　
　
長
谷
川
洋
二
　
服
部
節
子

松
本
惇
逸

・
個
人
30
年

石
渡
一
男
　
　
大
野
哲
義
　
　
藤
井
毅

・
個
人
40
年

平
山
光
夫
　
　
藤
川
浩
志
　
　
山
本
伝

・
団
体
10
年

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
志
津
ユ
ー
カ
リ
苑

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
ち
す
苑

・
団
体
20
年

佐
倉
ゆ
う
ゆ
う
の
里

福 祉 活 動 功 績 者 ： 個 人 福 祉 活 動 功 績 者 ： 団 体

西志津お囃子友の会

阿部昌男：散歩時の移動介助や作
業介助、食事介助、外出時の同行
ボランティア、行事での写真撮影等

あったかクラブ：志津ユーカリ苑
での入所者の車イスの清掃、入所
者の傾聴活動

江原台おもちゃ工房：おもちゃの
修理や下志津小等で夏休み工作教
室を開催、印南小で工作指導を行
い、もの作りの楽しさを体験でき
る活動

絵本と音楽のマーブリング：絵本
制作と高齢者施設、学童等での演
奏活動

全
国
社
会
福
祉
大
会

◎
中
央
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

奉
仕
功
労
者

川
上
三
郎
　
　
徳
嵩
陽
子

従
事
功
労
者

野
中
安
子

千
葉
県
社
会
福
祉
大
会

◎
千
葉
県
知
事
表
彰

社
会
福
祉
事
業
功
労
者

花
村
昭
子

◎
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

岡
野
敦
　
　
　
櫻
井
肇

佐
藤
喜
美
子
　
山
崎
美
保
子

社
会
福
祉
施
設
・
団
体
関
係
役
職
員
功
労
者

佐
藤
円
　
　
　
大
谷
奈
穂
子

宮
島
優
子

◎
千
葉
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

共
同
募
金
奉
仕
功
労
者

釼
地
平
子
　
　
黒
川
隆
生

高
木
直
子
　
　
笠
原
立
子

共
同
募
金
従
事
功
労
者

谷
野
宏
輝

共
同
募
金
優
良
地
区

鏑
木
町
第
五
町
内
会

鏑
木
町
第
六
町
内
会

上
志
津
一
区
自
治
会

志
津
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
自
治
会

第
二
東
映
団
地
自
治
会

並
木
町
第
二
町
内
会
　
　
　

天
辺
区
　
　
飯
野
町
区
　
小
竹
区

上
代
区
　
　
寒
風
区
　
　
下
根
区
　
　

宮
内
区

◎
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状

社
会
奉
仕
活
動
者

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
会

社
会
福
祉
基
金
等
寄
附
者

有
限
会
社
康
進
印
刷

◎
千
葉
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
状

共
同
募
金
奉
仕
功
労
者

豊
田
一
　
　
　
渡
部
直
子

春
名
昌
輝
　
　
渡
貫
雅
雄

増
田
征
司
　
　
相
田
英
子

松
本
眞
由
美
　
本
城
範
子

廣
地
富
夫
　
　
下
原
口
衣
子

橋
本
允
之
　
　

共
同
募
金
優
良
地
区

新
臼
井
田
自
治
会

11
月
15
日
の
全
国
社
会
福
祉
大
会
で
は
佐

倉
市
か
ら
３
名
が
、
11
月
11
日
の
千
葉
県
社

会
福
祉
大
会
で
は
同
じ
く
24
名
16
団
体
の

方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

12
月
７
日
、
志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
る
平
成
25
度
佐
倉
市
社
会
福
祉

大
会
で
、
92
名
17
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（

敬
称
略）

平
成
25
年
度

福
祉
功
労
者
表
彰

宇佐川勝子：散歩時の移動介助や
作業介助、食事介助、外出時の同行
ボランティア、行事での写真撮影等

金井清信・金井美和子：障害者支
援施設リホープの利用者がマラソ
ンクラブで、地域のマラソン大会
出場するにあたり、夫婦での伴走
ボランティア

栗原隆：「ホタルの里」を開園。休
耕田に植えた花菖蒲や平成２４年
に佐倉市保存樹に指定された自宅
の藤を公開

立石光夫：地域活動として、週３
回パトロール活動を行っている。
移動サービスコーディネーターと
しても活躍

根本和久：農地を子ども会育成者、
うすい東地区社協に「子ども農園」
として無償で提供

水戸部皓一：王子台小学校の学童
を対象とした登下校時の交通安全
指導、見守り

山根康補：西部地域福祉センター
で、毎月１回無料映画会を開催。
映画の選定を含め準備から上映ま
で実施

吉澤実：障害者支援施設ルミエー
ルにて毎年リコーダー演奏会を開
催

手話ダンス・さくらんぼ：手話ダ
ンスを練習し、市内の福祉施設等
での演奏活動

手話ダンス・ロード：手話ダンス
を通し障がいのある方と交流し、
学びあえる地域作りを行っている。
定期的に高齢者施設の訪問を行う
とともに、学童保育や子ども会へ
も出演

西志津お囃子友の会：お囃子の演
奏を通して青少年の健全育成に貢
献。地元のイベント、福祉施設、
子供会等のイベントに参加

姫の会：オリオンハウスで月に２
回、手作り品（エプロン、袋物ほ
か）を作る活動。年２回の作品販
売会や地域のバザー等にも貢献

ボランティアグループゆう・愛：
訪問介護員として養った技術と経
験を生かした支援活動（話し相手
や散歩介助等）

和の会：高崎川氾濫を機に防犯・
防災の見回り隊として発足し、地
域の安心安全に貢献

活動５年以上
５０音順

活動５年以上
５０音順

敬老のつどいで奉仕する
中村宗静さん

おもちゃ修理
に励む江原台
おもちゃ工房
の皆さん

金井清信さん（前列右）
金井美和子さん（後列左）

サクラ・スマイル・サービス

山王ワンツークラブ：特別養護老
人ホームはちす苑にて、月１回清
拭タオルをたたむ作業を利用者と
交流しながら実施。毎年納涼祭で
は踊りを披露

サクラ・スマイル・サービス：中
高生中心に月１回臼井駅周辺の清
掃活動や施設で演奏活動。毎年清
掃活動イベント「ボランティア４００
ｉｎＳＡＫＵＲＡ」を開催

中村宗静（静子）：毎年佐倉城の辺
地区の敬老会で点茶を実施。看護
師資格があり、高齢者食事会等で
の血圧測定や健康相談を担当



実施団体：草笛＆リーフル「ハッピー◦はっぱ」

７月１５日に志津コミュニティセンターで “ 救急車がくる

までに！” というテーマで救命救急の講習が行われまし

た。若いご夫婦や幼い子どもを連れたお母さんなど大勢の

方が参加し、消防署員の方も含め４３名の参加がありまし

た。

消防署員の方からＡＥＤの操作方法などを聞き、実際に

やってみましたが上手く出来なかったり、心肺蘇生術が思

った以上に力が必要だったりと大変でした。とても良い体

験になりました。今は、ＡＥＤが学校や駅・コンビニなど

身近な場所に設置されていますが、そのきっかけの一つに

なった悲しい事故の

映像も見ました。

第２部として、取

れたての野菜を使っ

たサラダなどでラン

チタイム。そしてノ

コギリを使った演奏

やハープ・草笛の生

演奏で皆で歌いまし

た。

（福）佐倉市社会福祉協議会の職員・給与などの概

要についてお知らせいたします。

１  職員の状況

⑴ 採用（平成２５年４月１日付）

嘱託職員採用：４名

⑵ 退職（平成２４年度）

嘱託職員退職：６名

⑶ 職員数（各年度４月１日現在） (人)

注 月給制全職員数。（）内は職員数に含まれる嘱託職員数

２  職員の給与の状況など

⑴ 給与（平成２４年度決算）

注 職員数は、正規職員１７名、嘱託職員１８名の合計。
職員手当の中に退職手当は含まない。職員手当の中
に通勤手当を含む。途中採用２名含む。実支給額に　
よる。

⑵ 平均給料月額など

注 ①「平均給料月額」は、平成２５年４月１日現在の
基本給の平均

②「平均給与月額」は給料月額と月々支給される扶
養手当・地域手当・住居手当、時間外手当などの
諸手当の額を合計したもの（平成２５年４月分）

⑶ 各種手当の状況（平成２５年４月１日現在）

３  職員の人件費と補助金（平成２４年度）
⑴ 職員の人件費

※ 諸手当は、平成２４年３月分（４月支払）を除き、平成
２５年３月分（４月支払）を含める。

⑵ 人件費の資金源

（３）第１７６号 ２０１３年１２月１日

お茶を通じて和みの時間を
真心こめてお届けします

（福）佐倉市社会福祉協議会の人事・給与などの状況 総務管理班
℡（４８４）６１９７

扶養手当

地域手当

正規
職員

・配偶者１３,０００円・配偶者以外の
家族１人６,５００円

・配偶者のない職員の扶養家族１
人目１１,０００円、２人目以降１人
６,５００円

・１６～２２歳までの子１人につき
５,０００円加算

嘱託
職員

支給しない

正規
職員

給料月額・扶養手当・管理職手当
の合計額の７％

住居手当

通勤手当

正規
職員

・借家（家賃１２,０００円超）
家賃額に応じて２７,０００円を限
度に支給

嘱託
職員

支給しない

自宅から通勤先までの距離が２㎞以上の
場合支給
・電車、バス等を使用する場合、定期代

を全額支給
・乗用車等を使用する場合、距離に応じ

て支給
自家用車６,５００円～
原動機付自転車等２,０００円～

嘱託
職員

支給しない

区  分 内　　　容

管 理 職
手　　当

正規
職員

局長４４,８２０円
リーダー４級３３,３６６円

嘱託
職員

支給しない

時 間 外
勤　　務
手　　当

・勤務日　時間換算単価×１.２５
(２２時～５時：１.５０)

・休日勤務　時間換算単価×１.３５
(２２時～５時：１.６０)

処遇改善
加　　算

正規
職員

支給しない

嘱託
職員

介護サービスグループ職員
１５,０００円

期 末 ・
勤勉手当

正規
職員

・年間３.９５月分
注）職務による加算措置あり

嘱託
職員

管理職年間 ３.９０月分
管理職以外の職員年間 ３.００月分

退職手当

正規
職員

全国社会福祉団体職員退職手当積
立基金及び千葉県社会福祉事業共
助会の規程を準用し支給

嘱託
職員

勤続１年以上、個別の雇用契約書
に支給を定めた職員に対し年額７２
千円（端数月割計算）支給

２１年度
２９（１５）

２２年度
３１（１６）

２３年度
３１（１３）

２４年度
３３（１６）

２５年度
３２（１５）

職  員  数

１人当たりの年間給料・諸手当

３５人
９９,１１０千円
２１,０４１千円
３０,８８６千円

１５１,０３７千円
４,３１５千円　

給  料  ・
諸  手  当

給料
諸手当
期末・勤勉手当
計

平均給料月額
２５３,７０４円

平均給与月額
２８５,１９７円

平均年齢
４７.０歳

職  員  数

社会保険料
退職掛金
合　　計

３３人
９９,１１０千円
２２,７７８千円
３０,８８６千円
２２,７２５千円
９,５９１千円

１８５,０９０千円

給  料  ・
諸  手  当

給料
諸手当
期末・勤勉手当

快適・安心・安全をお届けします
イオン＆旬鮮館と３２の専門店

京成臼井駅前
〒285−0837
佐倉市王子台1−23　℡ 043−461−1871

平成２５年度 ボランティア活動助成事業

３.１１を語る、みんなで取り組む地域づくり

実施団体：手をつなぐ・さくら

日　時：平成２６年１月１９日（日）

１回目　上映会＆トークショー

９：４５～１２：００

２回目　上映会＆トークショー

１３：００～１５：２０
※2回目のトークショーは要約筆記あり

３回目　上映会のみ 

１５：３０～１６：４５

会　場：ミレニアムセンター佐倉

定　員：各回９９名

参加費：大人  ５００円、高校生以下 ３００円（介助者無料）
※当日券はありませんので、事前にチケットをお求めください。

後　援：佐倉市、佐倉市社会福祉協議会　ほか

チケットお買い求め・問合せ：

佐倉市社会福祉協議会・ボランティアセンター ℡（４８４）６１９８

手をつなぐ・さくら　浦（うら） ℡　０９０（８５８７）０８１４

『逃げ遅れる人々
東日本大震災と障害者』

※日本語字幕・副音声付き

上映会＆トークショー開催のご案内

金　額
８４,３３４千円
７,８００千円

９２,９５６千円

区　分
佐倉市人件費補助金
県社協補助金、委託金
自主財源

公開研修事業

『救急車がくるまでに！』 
普通救命講習



【

金
銭
預
託】

食
品
公
害
か
ら
子
ど
も
を
守
る
会

一
、
四
九
五
円

【

金
銭
払
出】

帰
宅
旅
費
　
　
６
件
　
　
　
　
　
二
、
四
六
〇
円

【

小
口
貸
付】

９
件
　
　
　
二
七
五
、
〇
〇
〇
円

【

物
品
預
託】

半
田
　
喜
み
枝
　
杖
２
本

村
山
　
貴
志
　
紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ト
多
数

吉
野
　
栄
子
　
車
椅
子
一
台

鈴
木
　
ツ
ネ
ヨ
　
紙
お
む
つ
多
数

林
　
喜
代
枝
　
は
く
パ
ン
ツ
５
、ホ
カ
ロ
ン
30
個
、

タ
オ
ル
多
数
、
テ
ー
プ
止
め
１
、

男
性
用
靴
下
多
数
、
男
性
用
透
明

尿
器
１
、
男
性
用
下
着
多
数

日
野
下
　
裕
子
　
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア

山
村
　
良
孝
　
自
転
車
、
空
気
入
れ

匿
名（

９
名）

日
用
品
等（

掃
除
機
、
電
子
レ
ン

ジ
、
電
磁
調
理
器
、
テ
レ
ビ
、
電
気
コ
ー
ド）

、

介
護
用
品（

お
む
つ
、
防
水
シ
ー
ツ
、
尿
と
り

パ
ッ
ト（

男
性）

、
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
　
等）

、

衣
料
品

【

物
品
払
出】

食
品
52
件（

白
米
、
ア
ル
フ
ァ
米
、
缶
詰
、
飲

料
、
コ
ー
ン
フ
レ
ー
ク
　
等）

介
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６
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第１７６号（４）２０１３年１２月１日

善
意
銀
行
預
託
・
払
出
し

福祉総合相談所
●心配ごと相談（民生･児童委員）
〔相談場所・日時〕１０：００～１５：００
　月曜日
　社会福祉センター２階
　　　　　　　　℡（４８４）６１９９
　水曜日
　西部地域福祉センター２階
　　　　　　　　℡（４６３）４４３３
　金曜日
　南部地域福祉センター１階
　　　　　　　　℡（４８３）７２１１

南部地域福祉センターでは、介護
支援専門員（ケアマネジャー）によ
る『介護相談』を平成２５年１１月か
ら開始いたしました。
〔相談場所・日時〕
　第３金曜日　１０：００～１１：３０
　南部地域福祉センターＡ棟

●法律相談（弁護士）
〔相談場所・日時〕
　第４月曜日（１２月のみ第３月曜日）
　１０：００～１５：００　抽選で８名まで
　社会福祉センター２階にて受付
　　（当日９：３０に抽選します）

●介護生活相談  ℡（４８４）６１９６

●貸付相談　　　℡（４８４）６２００

●ボランティア相談
　　　　　　　　℡（４８４）６１９８
〔相談場所・日時〕
　社会福祉協議会事務局、又は
　佐倉市ボランティアセンター
　月～金曜日　８：３０～１７：００
　※祝日は相談を行いません。

［問合せ］生活支援班
　　　    ℡（４８４）６２００・０６９８

　※電話でのご相談はできません。
　※祝日は相談を行いません。

［問合せ］南部地域福祉センター
　　　　　　    ℡（４８６）５１５１

寄附者氏名・団体

歌謡連合会志津北部

七彩会

宮澤りん（不昧）

手話ダンス教室ハッピー

千葉土建一般労働組合佐倉支部

ＴＯＴＯバスクリエイトＵＮＩＯＮ

佐倉城下町茶道会

佐倉市朝市出店者組合

金額（円）

3 3 , 9 7 6
3 5 , 1 6 6
5 2 , 3 0 0
1 0 , 0 0 0
1 9 , 1 0 0
3 7 , 0 9 6
3 0 , 0 0 0
8 8 , 8 7 0

（平成２５年９月１日〜
（敬称略）    　  　　　　　１０月３１日）寄附者ご芳名

ありがとうございました。福祉事業に活用させていただきます。
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本紙「社協さくら」は共同募金の配分金で作られています。

テ
ー
マ：『

み
ん
な
で
あ
つ
ま
ん
べ
や』

日
　
時：

平
成
26
年
２
月
８
日（

土）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
　
場：

佐
倉
市
志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
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○
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科
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４
分
科
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子
育
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援
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地
域
交
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防
災
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高
齢
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支
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疑
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齢
者
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活
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参
加
者
の
心
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す
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お
楽
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に
！

問
合
せ：

佐
倉
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

℡（

４
８
４）

６
１
９
８

募金へのご協力ありがとうございます。

千葉県共同募金会佐倉市支会に６月

１日から１０月３１日までにお寄せいた

だいた義援金は以下のとおりです。

引き続きご協力をお願いいたします。

期間中募金額　　 １４４,６２２円

合計金額　　 １８,４３８,１６２円

○寄附者ご芳名

（上記期間中・募金箱を除く・敬称略）

佐倉東小学校、千成クラブ市高連芸

能大会出演者一同、妙隆寺

○受付期間：平成２６年３月３１日まで

今年１０月に発生した台風２６号によ

り、家屋の倒壊、床上・床下浸水等の

甚大な被害が発生しました。

復興支援を目的に、下記により各地

で義援金を募集しておりますので、ご

協力をお願いいたします。

⑴伊豆大島等台風２６号災害東京都義援金
受付期間：平成２６年１月３１日（金）まで

⑵千葉県茂原市台風２６号災害義援金

受付期間：平成２５年１２月３１日（火）まで

○受付窓口　

社会福祉センター及び西部・南部地

域福祉センター、サポートセンター

※お振込を希望される場合はお問い

合わせください。

○問合せ　

千葉県共同募金会佐倉市支会

℡（４８４）６０３３

「敬老会」の記念品として、

対象者の方に、佐倉市内の店

舗でご利用いただける『地域

商品券』をお渡ししました。

下のポスターのあるお店で

ご利用いただけます。

利用期限：平成２６年１月末日

問合せ：佐倉商工会議所

℡（４８６）２３３１

子どもが夢と希望を持って生きていけるよう、市内在住
の篤志家の方から、多額の寄附をいただきました。この資
金をうけて佐倉市社会福祉協議会が、生活困窮世帯に属す
る子どもが元気に育つための基金を平成２５年１０月１日に
設置しました。この事業の対象世帯に対し、必要な支援と
見守りを行います。

＜対象となる方＞
市内にお住まいの方で、経済的な理由等により生活困

窮になった世帯に属する２０歳未満の方及び、２０歳以上
の大学等に在学している方を対象とします。（ただし、他
制度により効果的支援が得られる場合を除きます）

＜支援金の種類＞
概ね次に掲げる資金に運用するものとします。
（１）学校等へ通うために必要な資金
（２）その他、会長が必要と認める資金
※支援金の返還は求めないものとします。
なお、支援にあたっては、本会や関係機関による定期
的な家計相談などを受けていただきます。詳しくはお
問合せください。

＜限度額＞
支援金の限度額は、原則として１年度あたり１世帯１０

万円とし、必要とする資金の範囲内とします。

問合せ：生活支援班　℡（４８４）６２００・０６９８

ご活用ください！

『地域商品券』
いって
みっぺや

台風２６号災害義援金に
ご協力を


